
ひ ろ ぽ

ことで し ょ うO あ る人 は こ う考 え る か も しれ ませ んO 物 性 の塵 論 ,実 験 を 通

じ て量 子 力学 に代 わ る べ き新 ら しい 力学 が生 れ る可 能 性 は 先 づ あ る ま い .し

か し多 体 系 の も っ てい る物 理 的 な メ カ ニズ ムに っ い て の新 ら しい 発 見 は とれ

か ら も あ るに 違 い な い ｡ あ る い は 次 の よ うに 考 え る 人 も い る こ と で し ょ ぅ｡

物 性 層 論 は そ も そ も応 用量 子 統 計 力学 で あ る 'ハ ミル トニ ア ン と統 計 力学と

Liouville方 程 式 で物 性 の現 象 は凡 て説 明 され .や る べ き こ とはあたえら

れ た - ミル トニ ア ンに対 す る厳 密 解 を な るべ く正確 に 求 め る ことであるoこ

の他 い ろ い ろ考 え方 も あ る こ とで し ょ うD し か し .哲 学のいかんにかかわら

ず ト結 局 は や れ そ うな こ とを や り , また 面 白 そ うな ことをやるというのが現

実 だ ろ うと思 わ れ ます o

lnforTnalTleetingでは物性研究は廿たそがれどき"を迎えたようだ･
という若手の意見もありましたo大部分の基本的問題が解決され後はこまか

い.難′しいことが残っているというのが現状であるのなら.これも真実かも

しれませんO本当にたそがれであるのかどうかは私にはよく分りませんOこ

きたいと思っておりますoLかし.私自身にとっては分らない問題が沢山あ

ら.それは自分なりに納得のいくまで研究するつもりでおりますo

最後に甚だ現実的なことですが.夏の学校の校長さんから学校の資金にっ

いて,例えば科研費からの援助をもつと定期軍に考えて欲しいという要望が

ありました,,諸先生方の御一考を校長先生に代わりましてお願いしたいと思

います○

INS-SOR グ ル - プ へ の お 誘 い

佐々木 春 三 (東大教養 )

'INS-SOR というのはInstituteforNuclearStudy(INS)め
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ひ ろ ば

750MeV電子 シンクロトロンか ら出る光 SynchrotronOrbitaⅠRadi→

ation (SOR)を利用していろいろな実験をやろうとい う人達の同好会的

な集 りです｡御承知の ように .核餌の電子 シンクロトロンは1961年12月試

運転に成功し.整備を終って今年春頃か ら日本の高エネルギー実験の唯一の

センタ-として定常運転を行っ ています0-万電子シンクロトロンが紫外か

らⅩ線領域へかけての光源 として.多くの点です ぐれた特徴をもっ ているこ

とは′早 くか ら注目され ており.1958年 のP壬lyS.Rev.にはTombou王ian

と Hartmanl)が Cornellの 550MeV のシンク ロトロンを用いて行った

先駆的な実験 の報告がのっ てい ます,, この装置は現在は働いておらず .NBS

の180MeV の機械が現在実用的な光源 として利用 されている唯一 のもので

あるようです｡核研のシンクロトロンは これ らW-く.らぺ てエネルギ-も高 く ･
0

ど- ム強豪も大きいので .そのスペク トルは 10Aか ら可視部 に及び ,ピー

クは25Rにあって.そこで光子密直は 1011crn~2屋~1 S｡cJ に達 し ,こ

の領域ではきわめて得がたい ,滑 らかな連続 スペク トルを形成し .強卓夏が大

きいこと ,･そのスペク トルの形が知られていることと相 まって.この領域で

の標準光源 としての利房も期待 され .測光 ･照射 ･分光装置の牽正等にひろ

い用途が考えられてい ますE,華に この核餌のシンク ロトロンの放出する紫外 ･

X線スペク トルの特性にっも1ては大阪市大小塩民 らがくわしい報%2)を出し

ており.これに もとずいて1962年番 ごろか ら実験計画が進められ てきまし

たt,1962年 占月には物性研で ｢核と物性との境界領域の実験｣ シンポジウ

ム5)があり.今年4月9日,物理学会年会でも_(核研シンク トロン軌道轟射

を利用する実験｣の Informal地 eting4)が行われ ました¢ この会合に出

席した人 々の専門は素粒子 ･原子核 ･プラズマ･天体物理 ･放射線 -･保健物

理 ･Ⅹ線 (硬 ･軟 )･光物性 ･放射線化学 ･電波物理 ･-金属物理 ･磁性等々＼

のきわめてひろい範囲にわたり､.この研究を今後広汎な境界領域をカバーす

る共同利用研究グjL,-プと-して育成'しようという申合せを行いましたO その
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ひ ろ ば

際 ･与れまでこの研究を推進 してきた小塩氏を中心にして新たに事務局とし

て東大航研 ･村川研 ,東大教養 ･石黒餌がゲル-プの通信連絡の世話をする

こと .作業グループとして都立大 ･山口,教育大光研 ･井口 .東大教養 ･佐

々木が共同利用のための準備作業をす ゝめることにな りましたO その後の進

行状況を要約すると次のとおりです｡

月日 場所 主な打合せ .決定事項等I

氏各個研究費15万円が ⅠNS.So又
に対する配分として認められたO

分光器設計方針 王Tn. graZing inci-

在京メンバ-打 ~合せJ-シンクロトロン derlCe.600l/'n,a.⑦ 1965後半 マシンタイム割当,,

実験計画委ⅠNS-SO‡iー発起 地 iⅠユUTser5.Parasiter20.

⑦研究費配分 (核函予算 )O ⅠNS-SOR

昧50万円を配分 されたO

会の運営方針 .予算調達方法 .秋の学

入会 会対策等

仝 上 今年塵研究費使用方針

8/1.9⊥25 予 備 実 ~験--核研 写真 .偏光

8/50 仝 上 /} 光電測定

*印の会議記録は残部があ ります｡

1965年定後半期 (1965.10月 ～ 1964.5月 )には上記の通 りMain

userとして5shift, Parasiterとして20shiftのマシンタイムを受

けてい ますo 1shiftというのは9a一丁卜 9pm又は9p7-9am の12時間
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ひ ろ ば

単位の運転時闇で .TTnin userは機械 の運転 ･停止および運転条件 をコン

トロ- }L,でき .parasiterはrnaid userの運転条件に従いなが ら実験を

やることができます., 1965年後半期 の INS-SORの目標は分光器 を設置

するためのビーム願出 し口の整備 .および一連の予備実験を試みるこ とで .

次の4グル- プが参加 しています0

1. 日大理工学部 (横田昌広 ) 2. 東大航研 (相川潔 ) 5. 教育大光

節 (三宅和夫 ) 4. 作業ゲル～ プ (小塩高文 ),( )内は代表者

現在 (9月下旬 )出来 ているのは ド-ナッツか らの願出 LLl ,コンク ;)-

卜遮蔽の銃眼 までで ,ど- ム戟出し用のステンレス ･パイプ .ゲー ト ･バル

ブ,真空ポンプ.分光器用架台等が近 (完成 の予定ですE,従っ てこの歌 紅は

分光器を用いない非分散 の轟射測定が真空紫外領域でいくつか試みられるは

ず ですO分光器は 1964~年産に各福 の民間奨励金 または機関研究費に apply

し て設計 ･製作 を実現 したいと思いますが ,さし当り教育大光研にある 王m

の 斜 入 射型の分光写真器を貸 していただけることになり,目下光餌で改装 ･

整 備 を急 いでいますo

こ の8月には作業グルー プが可視光で若干 の予婿実験 を行いましたn その

結 果はいずれ別の機会に報告 されると思いますが .こゝでも簡単におしらせ

しておきましょうE,

先ず光の明るさですが .予想以上に明る<.中心部の輝寝や色は超高圧水

銀灯を直視するような感 じですp このときの運転条件は独 Ⅹimim euergy

500MeV･Beam inteTsityは 4× 109 electrons/pIJ王seでした0

50077m の望遠 レンズ (上智大学理工学だ臣か ら借用 )で光源の像を写真にと

り.偏光を しらぺ .また ピンホ- ルか らフォ トマ)i,に光 を入れ てカメラを微

動させ 一電子 の軌道 の各誰の光 の信号をシンク ロスコープに出し .ポラロイ

ドカメラで記録 しましたO その結果

1.偏 りはたしかに存在 しますが完全ではありませんn ドーナッツの壁の
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ひ ろ ば

反射 ,とり出し口のガラス窓の歪等々を考えると当然かもしれませんO 偏り

の精密な測定は反射率の低い真空紫外蔀の光を直援測定する秋以後の実験に

まつ飽ならないようです0

2. 電子密乾が高エネルギー鏡域で低下する様子がきおめてよく観察でき

ますO これは払 ntrolroornにある二つのモニタ- ,すなわちr-target

からのScintiHationsignal串よぴPickup coilによるcurrent

density signalとよ(対応していますが .光のモニタ-では更に電子軌

道の Iocalbehaviorがきわめてよ(わかりますO従っ てこあような測定

はシンクロトロンの運転 ･調整 ･改良用のモニタ-としても,また教Ⅹ線分

光器の調整用モニタ-としても大変役に立つと思われます0

5. 光のつよさの安定性はあまりよ<なく･.とくに中心部の一番明るいと

ころがひどいようですム これは機械のごきげんにもよることでしょうが .光

電測光をやる場合にはDC方式にしてもConnting方式にしても,ある暮夜の

時間で積分しないとダメだと思いますか

しかしとにかく .ど-ム顧出し口 ,銃眼が正確にっくられており,光がち

ゃんと出てくれたことは大変ありがたいこと･で ,明るさの点からも紫外一軟

Ⅹ線での仕事はきわめて有望です0

10月以後のマシンタイムの最終決定は 9月 18日にあったはずですが .

我々は未だその結果をきい ていない ので .この原稿 には問にあい ませんが ,

多分main us-etとしての5shiftは 5月後半以後にな ると思い ますo

l今のと ころ我 々.のグル-プ紅 とっ ては全 く未知 の漬域の仕革なので ･マシ

ンタイムは単一 のグ}L,-プの独 占でなしに ,作業ゲル- プを中心些 王NS-

sdR の〆ンバー有志が共同作業 で仕尊が出来 る掻制をつ-<つ.て行 こう ･

とい う方針で進んでい ますO ですか ら.実験 をやっ てみたい .あるヤ､は

Staff を さく余力がある ,とい うチ-冬は奮っ て作業グルー プに御参加下

さるよ うお蔽いします｡
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海外 だよ り

会 の運営は現在のところ8月 15日の申しあわせ紅より次のように香われ

ていますO会員は4月 9日の InformaTlmeeti王Igの出席者を一応会員とし

て登余 し.その後は申し込みによっ て受け付けていますo会費はなLo会員

名簿は東大教養石黒餌にあ り.これによっ て会議の記録 ./連絡車項 ,技術的

な情報等を配布し一年 2回のマシンタイムの申し込みを取 りっいでいますO

従っ て関心をお持ちの方は ,御自分で実験をやってみたい ,七 いう積極的参

加のケースか ら,当分情報だけを流 してほしいという向きに至 るまで .どう

ぞ御遠慮 な(御申込み下 さいO

連絡先は 大阪請北区南扇町大阪市大原子力調査室 小塩高文 又紘

東京都 目黒区駒場町 東大教養学部物理教室 佐々木春≡

＼
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4) 議車録あり

海 外 だ よ り

超 電 導 Conference に 出席 し て

恒 藤 敏 彦

9月4日

colgateUniveisityは Centra王New YorkStateにある.あ まり
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